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１ 組織の概要 
 

【 趣 旨 】 
今後の本市における社会・経済情勢の変化に的確に対応し、“子育てするなら、千歳

市”の施策の促進を図るため、様々な社会環境や既存制度を女性の視点で官民一体と

なって検討する組織として「千歳市子育てママ応援会議」を立ち上げました。検討し

た内容で可能なものは速やかに実行するとともに、今後の事業化に向けた検討や、平

成 32 年度からの次期「千歳市子ども・子育て支援事業計画」への施策の反映を目指し

ます。 
【 期 間 】平成 29 年 10 月～平成 32 年３月（約２年半） 
【 メンバー構成 】子育て中の女性・男性、女性自衛官、保育士、大学生、公務員 等 

12 名 
 
２ 会議の開催概要及び主な意見 
 

会議においては、各委員が実際に千歳市内や他の自治体で子育てをしてきた経験から、

市の子育て支援について優れている点・不足している点が挙げられるなど、毎回、率直

な意見が交わされています。 
◆ 第１回会議 （ H29.10.30 ） 
＜テーマ＞千歳市の子育て支援の状況について 

 ～「子育てするなら、千歳市」の取組～ 
 ・ちとせ子育て特典カードが対象の全世帯に行き渡るよう、カードの配布方法を見直した方

が良い 
・医療費の助成を受けられる期間がもっと長くなれば、医療機関にかかりやすくなる 
◆ 第２回会議 （ H29.11.29 ） 
＜テーマ＞①妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援 

②男性の育児参画 
 ・子育てコンシェルジュや子育てガイドブックの存在を知らない人もいる 

・市役所の窓口にも子育てコンシェルジュがいたら便利 
・ままサポートやスキルアップ講座を全員が受けるような制度になれば利用しやすい 
・子育て支援センターに足を運ぶきっかけづくりが進むと良い 
・スマートフォンアプリや子育てガイドブックの電子版で、気軽に情報を見たい 
・スマートフォンアプリで各事業の具体的な利用方法などがわかると良い 
・年度途中に転入しても希望する保育所等に入れるように、保育定員を拡大してもらいたい 
・４年生以降も利用しやすいよう学童クラブの定員拡大を 
・育児への参画の仕方は家庭の状況によって異なるので、支援する側は配慮する必要がある 
・仕事も子育ても手を抜きたくない。第２子以降をもつには、事業者の意識改革が必要 
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◆ 第３回会議 （ H30.１.30 ） 
＜テーマ＞①乳幼児期の保育 

②保育士の確保 
 ・保育士資格をもちながら保育士としての就労を希望しない方が多くいる 

・短時間勤務のベテラン先生を採用するよう間口を広げたら、円滑に回ると思う 
・潜在保育士は、給与の引上げ、業務量の軽減、休みの取りやすさの改善などを望んでいる 
・保育士等人材バンクの登録をちとせっこセンターなどでもできたら、気軽に登録できそう 
・保育料の経済的負担が重い 
◆ 第４回会議 （ H30.３.28 ） 
＜テーマ＞①子どもの居場所づくり 

②行政以外の地域や企業に望むこと 
 ・こども食堂をより気軽に利用できるようなプロモーションが図られると良い 

・こども食堂は、料金が安く、食育にもなるので、自分の子どもにも勧めたい 
・ちとせ子育て特典カードは、継続して利用できるような特典があると利用者が増えると思

う 
・保育所や認定こども園と、児童館・学童クラブが連携して子どもを見守っていけたら、子

どもも親も安心 
・認定こども園と児童館が併設した施設ができるのは良いことだと思う 
・中学生には、友達同士でリラックスできる場所や時間が必要 
・第２子以降をもつには、父親の協力が得られるかが大事 
・中高生のうちに赤ちゃんと触れ合う機会があると、特に男性にとっては良い意識づけにな

る 
・企業の中でワーク・ライフ・バランスや子育ての講座ができたら男性も参加しやすい 
・イクボスの推進には、組織のトップから下へ浸透させていくことが大切 
・男性の育児休業取得を企業のイメージアップ策に留めず、本当に休める環境づくりを 
・男性が育休をとれるよう、企業等の意識改革を市からも後押ししてもらいたい 
・第２子以降の出産に手当がつくなど、金銭的なインセンティブがあると効果的 
◆ 第５回会議 （ H30.７.12 ） 
＜テーマ＞中間報告（案）について 
 
◆ 第６回会議 （ H30.８.28 ） 
＜テーマ＞①中間報告について 

②「第２期千歳市子ども・子育て支援事業計画」策定のためのアンケート調査に

ついて 
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３ 施策への反映 
会議で挙げられた意見を受け、13 項目が市の施策として実施されました。また、５項目

を今後に向けた提言とし、その他の事項については次期計画の策定に向けた提言とします。 
 （１）情報発信や事業の普及促進に関すること 

区分 主な意見   ※P１～２の再掲 

子育て支援事業

の利用について 
・ままサポートやスキルアップ講座を全員が受けるような制度になれ

ば利用しやすい 
・子育て支援センターに足を運ぶきっかけづくりが進むと良い 

子育てコンシェ

ルジュについて 
 

・市役所の窓口にも子育てコンシェルジュがいたら便利 
 
 
 
 
・子育てコンシェルジュや子育てガイドブックの存在を知らない人も

いる 
 

子育て支援事業

の周知について 
・スマートフォンアプリや子育てガイドブックの電子版で、気軽に情

報を見たい 
・スマートフォンアプリで各事業の具体的な利用方法などがわかると

良い 
 
 
 
 
 
 
 

ちとせ子育て特

典カードについ

て 

・対象の全世帯に行き渡るよう、配布方法を見直した方が良い 
・継続して利用できるような特典があると利用者が増えると思う 
 
 
 
 

こども食堂につ

いて 
・より気軽に利用できるようなプロモーションが図られると良い 
・料金が安く、食育にもなるので、自分の子どもにも勧めたい 
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すでに実施した施策 今後に向けた提言 
次期計画の策定

に向けた提言 
 
 
 

 ○ 

 
 
 
 
 

【妊娠、出産、子育ての切れ目の

ない支援】 
① 子育てコンシェルジュ・ちと

せ版ネウボラが、より気軽でより

身近に活用できる環境づくりの

強化（H31 年度） 
 
 

 

【千歳市子育てガイド新版発行事業（Ｈ

30.3）】 
① 長く利用してもらえるように、表紙に「保

存版」と表示 
② 各種支援事業の中から、子育てママ応援

会議が選定した５つの事業をランキングで

掲載し、オススメ情報をわかりやすく 
③ 転入者向けの情報を集めたページを追加 
④ 冊子を電子書籍化しスマートフォン等で

閲覧しやすく 

 

【情報発信の強化、事業の普及促

進】 
② インターネット媒体を活用し

た市民目線での情報発信（市提案

型協働事業として公募審査中・

H31 年度～） 
③ こども食堂の運営に対する支

援方法の検討 
④ ちとせ子育て特典カードの普

及促進・ＰＲ強化 

 

【子育て支援事業の利用促進事業】 
⑤ 子育て支援イベント（転入親子ウエルカ

ム交流ツアー）の開催に当たり、インターネ

ットによる参加申込を導入（Ｈ30.6） 

 

【ちとせ子育て特典カード事業】 
⑥ 配布方法を見直し、転入してきた全ての

対象世帯に、転入手続きの際に配布（H29.12
～） 
⑦ カードと共にポケットサイズの協賛事業

所一覧を配布し、より使いやすく（H30.3～） 
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（２）子どもの居場所に関すること 
  

区分 主な意見   ※P１～２の再掲 

保育士の確保に

ついて 
・保育士資格をもちながら保育士としての就労を希望しない方が多く

いる 
・短時間勤務のベテラン先生を採用するよう間口を広げたら、円滑に

回ると思う 
・潜在保育士は、給与の引上げ、業務量の軽減、休みの取りやすさの

改善などを望んでいる 
・保育士等人材バンクの登録をちとせっこセンターなどでもできたら、

気軽に登録できそう 
未就学児の保育

について 
・保育料の経済的負担が重い 
・年度途中に転入しても希望する保育所等に入れるように、保育定員

を拡大してもらいたい 
児童館・学童クラ

ブについて 
・保育所や認定こども園と、児童館・学童クラブが連携して子どもを

見守っていけたら、子どもも親も安心 
・認定こども園と児童館が併設した施設ができるのは良いことだと思

う 
・４年生以降も利用しやすいよう学童クラブの定員拡大を 
 

中学生以降の居

場所について 
 

中学生には、友達同士でリラックスできる場所や時間が必要 

（委嘱状交付式） 

（第１回会議） 
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すでに実施した施策 今後に向けた提言 
次期計画の策定

に向けた提言 
【保育士の確保事業】 
⑧ 保育士等人材バンクの登録受付を市役所

のほかにちとせっこセンター、げんきっこセ

ンターでも行い、より身近に（H30.4～) 
⑨ 保育士確保のための庁内検討チームを編

成（H30.5～） 
⑩ 保育士募集チラシを全ての転入世帯に配

布（H30.6～) 

 

 

【保育定員拡大事業】 
⑪ 保育定員のさらなる拡大 
（H30 年度 107 人拡大） 

【保育の受け皿確保】 
⑤  保育定員のさらなる拡大

（H31 年度 109 人拡大予定） 

 

 
※ 児童館を併設した認定こども園を整備

（H31 年度開設予定） 
 

 

 

 
 

 ○ 

 
（再掲） 
・こども食堂の運営に対する支援

方法の検討 

 

 
 

 
  
  

（第２回会議） 

（託児の様子） 
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（３）男性の育児参画やワーク・ライフ・バランスに関すること 
 

区分 主な意見   ※P１～２の再掲 

男性の育児参画

について 
・第２子以降をもつには、父親の協力が得られるかが大事 
・中高生のうちに赤ちゃんと触れ合う機会があると、特に男性にとっ

ては良い意識づけになる 
・育児への参画の仕方は家庭の状況によって異なるので、支援する側

は配慮する必要がある 
・企業の中でワーク・ライフ・バランスや子育ての講座ができたら男

性も参加しやすい 
ワーク・ライフ・

バランスについ

て 

・仕事も子育ても手を抜きたくない。第２子以降をもつには、事業者

の意識改革が必要 
・イクボスの推進には、組織のトップから下へ浸透させていくことが

大切 
・男性の育児休業取得を企業のイメージアップ策に留めず、本当に休

める環境づくりを 
・男性が育休をとれるよう、企業等の意識改革を市からも後押しして

もらいたい 
経済的負担の緩

和について 
・医療費の助成を受けられる期間がもっと長くなれば、医療機関にか

かりやすくなる 
・第２子以降の出産に手当がつくなど、金銭的なインセンティブがあ

ると効果的 
 

 
  

（第３回会議） （第４回会議） 



子育てママ応援会議からの中間報告書 

8 
 

 
 

すでに実施した施策 今後に向けた提言 
次期計画の策定

に向けた提言 

【子育てと仕事の両立支援事業】 
⑫ 父親の子育て応援セミナーの開催 
⑬ 企業向けイクボスセミナーの開催 

 
 

 

 

 

※ 子どもの医療費助成を拡充（H30.8） 
 
 

 

  ○ 

 
 

 
 
  

（第５回会議） （第６回会議） 
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４ 今後の活動 
 
今後開催する会議では、次期「千歳市子ども・子育て支援事業計画」の策定に向けた市

民アンケート調査や、幼児教育・保育の無償化、市提案型協働事業「子育てするなら、千

歳市」プロモーション事業などについての意見交換を予定しています。その中から、速や

かに実施する施策や、事業化に向けた検討、次期計画への反映につなげていく他、最終報

告と併せて「みんなで子育て応援宣言」の採択を目指します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
活動スケジュール（予定） 

 
 
 

 
 


